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２
月
14
日
（
土
）
〜
３
月

22
日
（
日
）
の
企
画
展
「
ウ

シ
さ
ん
大
集
合
」
に
あ
わ
せ
、

３
月
15
日
（
日
）
に
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

○
柳
田
國
男
生
家
で
は 

◆
講
談
◆ 

「
柳
田
國
男
の
『
か
た
つ
む
り
の
話
』
」 

河
南
堂
珍
元
斎 

福
崎
ゆ
か
り
の
謎
の
講
談

師
ち
ん
げ
ん
さ
い
が
『
蝸
牛

考
』
を
楽
し
く
解
説
。 

か
た
つ
む
り
男
も
出
現
！ 

◆
講
演
◆ 

「
ア
ホ
・
バ
カ
方
言
が
描
く
美
し
い
円
」 

松
本
修
（
朝
日
放
送
） 

 

『
蝸
牛
考
』
の
「
方
言
周

圏
論
」
を
証
明
し
、
数
々
の

賞
に
輝
い
た
朝
日
放
送
『
探

偵
！
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
』
の 

◆
ご
利
用
案
内
◆ 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
〜 午

後
４
時
３０
分 

【
休
館
日
】 

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
、
１２

月
２８
日
〜
１
月
４
日 

【
入
館
料
】 

大
人
２
０
０
円 

学
生
１
５
０
円 

小
人
１
０
０
円 

（
団
体
割
引
は 

２０
名
以
上
） 

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

よ
る
講
演
。 

講
談 

午
後
１
時
〜
１
時
50
分 

10
分
休
憩 

講
演 

午
後
２
時
〜
３
時
頃 

○
辻
川
山
と
記
念
館
で
は 

◆
セ
ミ
ナ
ー
◆ 

「
カ
タ
ツ
ム
リ
を
さ
が
そ
う
」

鈴
木
武
（
人
と
自
然
の
博
物
館
）

①
國
男
さ
ん
ち
の
カ
タ
ツ
ム
リ

〜
生
家
や
鈴
の
森
神
社
の
カ
タ
ツ
ム
リ

を
さ
が
そ
う
〜
（
午
前
10
時
集
合
） 

②
き
み
の
町
の
カ
タ
ツ
ム
リ

〜
近
所
で
カ
タ
ツ
ム
リ
を
見
つ
け
た
ら

も
っ
て
こ
よ
う
〜
（
随
時
） 

午
前

10
時
〜
午
後

４
時 

お
問
合
せ 

22
・
１
０
０
０

 

最
近
、
テ
レ
ビ
で
は
「
お

バ
カ
」
キ
ャ
ラ
が
ブ
ー
ム
で

す
ね
。
「
バ
カ
」
と
い
う
と
、

関
西
人
は
キ
ツ
イ
印
象
を
持

ち
が
ち
で
す
が
、
上
に
「
お
」

が
付
く
だ
け
で
か
わ
い
く
聞

え
る
の
は
不
思
議
で
す
。 

一
方
、
関
西
人
に
お
な
じ

み
の
「
ア
ホ
」
は
、
松
本
修

氏
に
よ
る
と
、
中
国
の
言
葉

「
阿
呆
（
ア
ー
タ
イ
）」
に
由

来
す
る
そ
う
で
す
。「
呆
（
ぼ

ん
や
り
者
）」
に
親
し
み
を
表

す
接
頭
語
「
阿
」
が
つ
い
た

も
の
で
、
日
本
語
に
訳
す
と
、

さ
し
ず
め
「
お
バ
カ
さ
ん
」

だ
そ
う
で
す
。 

と
い
う
こ
と
は
、
関
西
人

は
「
お
バ
カ
」
ブ
ー
ム
の
前

か
ら
、
そ
れ
に
相
当
す
る
言

葉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

 

三
月
三
日
は
ひ
な
ま
つ
り

で
す
ね
。
桃
の
節
句
と
も
い
い

ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
五
つ

の
節
句
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

人
日
（
一
月
七
日
）
、
上
巳
（
三

月
三
日
）
、
端
午
（
五
月
五
日
）
、

七
夕
（
七
月
七
日
）
、
重
陽
（
九

月
九
日
）
の
五
節
句
で
す
。 

た
だ
、
そ
の
「
節
句
」
の
漢

字
で
す
が
、
柳
田
國
男
は
著
書

『
年
中
行
事
』（
日
東
出
版
社
）

の
中
で
、「
を
か
し
な
当
て
字
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
本
来
は

「
節
供
」
が
正
し
く
、
「
供
す

る
も
の
、
即
ち
食
物
」
と
い
う

意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
人
々
が
同
じ
場
所
で
同

じ
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、

目
に
は
見
え
な
い
力
の
連
鎖

を
作
る
と
い
う
古
い
信
仰
が

根
本
に
あ
っ
た
の
だ
と
説
明

し
て
い
ま
す
。 

た
し
か
に
、
七
草
粥
や
菱

餅
、
柏
餅
な
ど
、
節
供
に
食
べ

物
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。 

た
だ
い
ま
開
催
中
の
企
画

展
で
は
、
名
前
に
「
ウ
シ
」

が
つ
く
動
植
物
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

☆
蝸
牛
（
カ
タ
ツ
ム
リ
） 

牛
の
よ
う
な
ツ
ノ
が
あ

り
、
動
き
も
遅
い
の
で
、
漢

字
で
「
蝸
牛
」
と
書
き
ま
す
。

日
本
に
は
５
０
０
種
類
以
上

が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

  

☆
天
牛
（
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
）

 

長
い
触
角
が
天
に
伸
び
る

牛
の
ツ
ノ
の
よ
う
な
の
で
、

「
天
牛
」
と
書
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

☆
ウ
ミ
ウ
シ 

 

こ
れ
も
牛
の
よ
う
な
触
覚

を
頭
に
持
つ
の
で
、
命
名
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、

漢
字
で
「
海
牛
」
と
書
く
と
、

海
に
棲
む
哺
乳
類
マ
ナ
テ
ィ

ー
を
指
し
ま
す
。 

 

Ｑ
１ 

成
長
し
た
ら
殻
は
ど

う
な
る
の
？ 

Ａ
１ 

ヤ
ド
カ
リ
と
違
い
、

体
の
成
長
と
と
も
に
、
殻
も

巻
き
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
殻
の
縦
じ
ま
は

成
長
線
で
す
。 

Ｑ
２ 

殻
は
右
巻
き
？
左
巻

き
？ 

Ａ
２ 

ほ
と
ん
ど
が
右
巻
き

で
す
。
左
巻
き
も
た
ま
に
い

ま
す
が
、
こ
の
辺
り
で
は
見

か
け
ま
せ
ん
。
も
し
見
つ
け

た
ら
大
発
見
か
も
？ 

 

会
員
の
方
は
更
新
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 


